
（
国
税
徴
収
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

（
無
償
又
は
著
し
い
低
額
の
譲
受
人
等
の
第
二
次
納
税
義
務
）

（
無
償
又
は
著
し
い
低
額
の
譲
受
人
等
の
第
二
次
納
税
義
務
）

第
三
十
九
条

滞
納
者
の
国
税
に
つ
き
滞
納
処
分
の
執
行
（
租
税
条
約
等
（
租
税
条
約

第
三
十
九
条

滞
納
者
の
国
税
に
つ
き
滞
納
処
分
を
執
行
し
て
も
な
お
そ
の
徴
収
す
べ

等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

き
額
に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る

（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
租
税

こ
と
が
、
当
該
国
税
の
法
定
納
期
限
の
一
年
前
の
日
以
後
に
、
滞
納
者
が
そ
の
財
産

条
約
等
を
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
当
該
租
税
条
約
等
の
相
手
国
等
（
同
条
第
三

に
つ
き
行
つ
た
政
令
で
定
め
る
無
償
又
は
著
し
く
低
い
額
の
対
価
に
よ
る
譲
渡
（
担

号
に
規
定
す
る
相
手
国
等
を
い
う
。
）
に
対
す
る
共
助
対
象
国
税
（
同
法
第
十
一
条

保
の
目
的
で
す
る
譲
渡
を
除
く
。
）
、
債
務
の
免
除
そ
の
他
第
三
者
に
利
益
を
与
え

の
二
第
一
項
（
国
税
の
徴
収
の
共
助
）
に
規
定
す
る
共
助
対
象
国
税
を
い
う
。
）
の

る
処
分
に
基
因
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
に
よ
り
権
利
を
取
得

徴
収
の
共
助
（
第
百
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
滞
納
処
分
の
停
止
の
要
件
等
）
並

し
、
又
は
義
務
を
免
か
れ
た
者
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
に
よ
り
受
け
た
利
益
が
現
に
存

び
に
第
百
八
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
罰
則
）
に
お
い
て
「
租
税
条
約
等
の
相

す
る
限
度
（
こ
れ
ら
の
者
が
そ
の
処
分
の
時
に
そ
の
滞
納
者
の
親
族
そ
の
他
滞
納
者

手
国
等
に
対
す
る
共
助
対
象
国
税
の
徴
収
の
共
助
」
と
い
う
。
）
の
要
請
を
し
た
場

と
特
殊
な
関
係
の
あ
る
個
人
又
は
同
族
会
社
（
こ
れ
に
類
す
る
法
人
を
含
む
。
）
で

合
に
は
、
当
該
要
請
に
よ
る
徴
収
を
含
む
。
）
を
し
て
も
な
お
そ
の
徴
収
す
べ
き
額

政
令
で
定
め
る
も
の
（
第
五
十
八
条
第
一
項
（
第
三
者
が
占
有
す
る
動
産
等
の
差
押

に
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
不
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

手
続
）
及
び
第
百
四
十
二
条
第
二
項
第
二
号
（
捜
索
の
権
限
及
び
方
法
）
に
お
い
て

が
、
当
該
国
税
の
法
定
納
期
限
の
一
年
前
の
日
以
後
に
、
滞
納
者
が
そ
の
財
産
に
つ

「
親
族
そ
の
他
の
特
殊
関
係
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
に

き
行
つ
た
政
令
で
定
め
る
無
償
又
は
著
し
く
低
い
額
の
対
価
に
よ
る
譲
渡
（
担
保
の

よ
り
受
け
た
利
益
の
限
度
）
に
お
い
て
、
そ
の
滞
納
に
係
る
国
税
の
第
二
次
納
税
義

目
的
で
す
る
譲
渡
を
除
く
。
）
、
債
務
の
免
除
そ
の
他
第
三
者
に
利
益
を
与
え
る
処

務
を
負
う
。

分
に
基
因
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
に
よ
り
権
利
を
取
得
し
、

又
は
義
務
を
免
れ
た
者
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
に
よ
り
受
け
た
利
益
が
現
に
存
す
る
限

度
（
こ
れ
ら
の
者
が
そ
の
処
分
の
時
に
そ
の
滞
納
者
の
親
族
そ
の
他
滞
納
者
と
特
殊

な
関
係
の
あ
る
個
人
又
は
同
族
会
社
（
こ
れ
に
類
す
る
法
人
を
含
む
。
）
で
政
令
で

定
め
る
も
の
（
第
五
十
八
条
第
一
項
（
第
三
者
が
占
有
す
る
動
産
等
の
差
押
手
続
）

及
び
第
百
四
十
二
条
第
二
項
第
二
号
（
捜
索
の
権
限
及
び
方
法
）
に
お
い
て
「
親
族

そ
の
他
の
特
殊
関
係
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
に
よ
り
受

け
た
利
益
の
限
度
）
に
お
い
て
、
そ
の
滞
納
に
係
る
国
税
の
第
二
次
納
税
義
務
を
負

う
。

（
滞
納
処
分
の
停
止
の
要
件
等
）

（
滞
納
処
分
の
停
止
の
要
件
等
）

第
百
五
十
三
条

税
務
署
長
は
、
滞
納
者
に
つ
き
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

第
百
五
十
三
条

同

上

事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
滞
納
処
分
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

滞
納
処
分
の
執
行
及
び
租
税
条
約
等
の
相
手
国
等
に
対
す
る
共
助
対
象
国
税
の

一

滞
納
処
分
の
執
行
及
び
租
税
条
約
等
（
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法



徴
収
の
共
助
の
要
請
に
よ
る
徴
収
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
滞
納
処
分
の
執
行

、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第

等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
が
な
い
と
き
。

四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
租
税
条
約
等
を
い
う
。
）
の

規
定
に
基
づ
く
当
該
租
税
条
約
等
の
相
手
国
等
（
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
相
手

国
等
を
い
う
。
）
に
対
す
る
共
助
対
象
国
税
（
同
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
（
国

税
の
徴
収
の
共
助
）
に
規
定
す
る
共
助
対
象
国
税
を
い
う
。
）
の
徴
収
の
共
助
の

要
請
に
よ
る
徴
収
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
滞
納
処
分
の
執
行
等
」
と
い
う
。

）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
が
な
い
と
き
。

二
・
三

省

略

二
・
三

同

上

２
～
５

省

略

２
～
５

同

上

第
百
八
十
七
条

納
税
者
が
滞
納
処
分
の
執
行
又
は
租
税
条
約
等
の
相
手
国
等
に
対
す

第
百
八
十
七
条

納
税
者
が
滞
納
処
分
の
執
行
を
免
れ
る
目
的
で
そ
の
財
産
を
隠
ぺ
い

る
共
助
対
象
国
税
の
徴
収
の
共
助
の
要
請
に
よ
る
徴
収
を
免
れ
る
目
的
で
そ
の
財
産

し
、
損
壊
し
、
国
の
不
利
益
に
処
分
し
、
又
は
そ
の
財
産
に
係
る
負
担
を
偽
つ
て
増

を
隠
蔽
し
、
損
壊
し
、
国
の
不
利
益
に
処
分
し
、
又
は
そ
の
財
産
に
係
る
負
担
を
偽

加
す
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
二
百
五
十

つ
て
増
加
す
る
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
二

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

２

納
税
者
の
財
産
を
占
有
す
る
第
三
者
が
納
税
者
に
滞
納
処
分
の
執
行
又
は
租
税
条

２

納
税
者
の
財
産
を
占
有
す
る
第
三
者
が
納
税
者
に
滞
納
処
分
の
執
行
を
免
れ
さ
せ

約
等
の
相
手
国
等
に
対
す
る
共
助
対
象
国
税
の
徴
収
の
共
助
の
要
請
に
よ
る
徴
収
を

る
目
的
で
前
項
の
行
為
を
し
た
と
き
も
、
ま
た
同
項
と
同
様
と
す
る
。

免
れ
さ
せ
る
目
的
で
前
項
の
行
為
を
し
た
と
き
も
、
ま
た
同
項
と
同
様
と
す
る
。

３

省

略

３

同

上

４

第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
中
滞
納
処
分
の
執
行
に
係
る
部
分
を
除
く

。
）
の
罪
は
、
日
本
国
外
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
罪
を
犯
し
た
者
に
も
適
用
す
る
。

５

第
三
項
（
滞
納
処
分
の
執
行
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
罪
は
、
刑
法
（
明
治
四

十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
（
す
べ
て
の
者
の
国
外
犯
）
の
例
に
従
う
。


